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マルチサイトを APICとともに使用するための前提条件
APICクラスタ/ファブリックをマルチサイトで管理する前に、APICGUIで以下のタスクを実
行する必要があります:

• Cisco APICクラスタ (ファブリック)を Cisco ACIマルチサイトトポロジ内で接続する前
に、ファブリックごとに Fabric Ext Connection Policyでデータプレーントンネルエンド
ポイントを設定する必要があります。詳細については、『Defining theDataplane TEPUsing
the APIC GUI』を参照してください。

APIC GUIを使用した APICサイトのデータプラン TEPの定義

Cisco APIC GUIの [Create Intrasite/Intersite Profile]パネルは、APICのマルチポッドのための接
続の詳細の追加、ACIファブリックに接続しているリモートリーフスイッチ、およびAPICサ
イトの管理のために、CiscoACIマルチサイトによって用いられます。マルチサイトのインフ
ラストラクチャの設定が変更されると、マルチサイトシステムは IntersiteDataplaneTEPをこ
の APICポリシーに追加します。

FabricExtConnectionPolicyでデータプレーンTEPをAPICサイトごとにマルチサイト,によっ
て設定し、管理するには、次の手順に従います。

（注）
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[Tenants] > [infra]をクリックします。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウ (Cisco APIC、リリース 3.1よりも前のもの)では、 [Networking]お
よび [Protocol Policies]を展開します。

ステップ 3 ナビゲーションウィンドウ ( APIC、リリース 3.1以降)では、[Policies]および [Protocol]を展
開します。

ステップ 4 [Fabric Ext Connection Policies]を右クリックして、[Create Intrasite/Intersite Profile]を選択しま
す。

ステップ 5 [Pod Connection Profile]の [+]記号をクリックします。

ステップ 6 リストのポッド IDを選択します。

ステップ 7 このポッドへのデータプレーントラフィックの IPアドレスを入力します。

ステップ 8 [Update]と [Submit]をクリックします。

マルチサイト GUIを使用したサイトの追加
この項では、マルチサイト GUIを使用してサイトを追加する方法について説明します。

手順

ステップ 1 マルチサイト GUIにログインし、[Main menu]で、[Sites]をクリックします。

初めてログインするときのデフォルトのログイン名は adminで、パスワードは we1come!で
す。初回ログイン時には、パスワードを変更する必要があります。

新しいパスワードの要件は、次のとおりです。

• 6文字以上

•最低 1つの英字

•最低 1つの数字

• *およびスペースとは異なる、少なくとも 1つの特殊文字

ステップ 2 [Sites List]ページで、[ADD SITES]をクリックします。

ステップ 3 [Sites Details]ページで、次の手順に従います。

a) [NAME]フィールドに、サイト名を入力します。
b) [LABELS]フィールドで、ラベルを選択するか作成します。
c) [APIC CONTROLLER URL]フィールドに、APICの URLを入力します。これは、

https://<ip_address/dns_registered_hostname>または
http://<ip_address/dns_registered_hostname>になります。
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ファブリックに複数の APICがある場合、[+]アイコンをクリックして、APICを追加しま
す。

d) [USERNAME]フィールドに、ユーザ名を入力します。
e) [PASSWORD]フィールドに、パスワードを入力します。
f) サイトのドメイン名を指定する場合には、[SPECIFY DOMAIN FOR SITE]スイッチをオン
にします。

[DOMAIN NAME]フィールドに、サイトのドメイン名を入力します。

g) APICサイトにサイト IDがない場合には、次のメッセージが表示されます。

APICには apic-site-idが設定されていません。このサイトの一意の apic-site-idを指定して
ください。いったん apic-site-idを指定すると、 APICを工場設定にリセットする以外、変
更することはできません。

• [OK]をクリックします。

• [SITE ID]フィールドに、サイト IDを入力します。

サイト IDは、APICサイトの固有識別子である必要があります。範囲は 1～ 127で
す。

h) [SAVE]をクリックします。

ステップ 4 サイトを追加するには、これらの手順を繰り返します。

マルチサイト GUIを使用したサイトの削除
このセクションでは、マルチサイト GUIを使用してサイトを削除する方法を説明します。

手順

ステップ 1 マルチサイト GUIにログインします。

ステップ 2 サイトの削除を試みる前に、どのスキーマからもサイトがアンバインドされていることを確認
します。

ステップ 3 Main menuで Sitesをクリックします。

ステップ 4 Sites Listページで、さくをするサイトにマウスを合わせて Action > Deleteを選択します。

ステップ 5 YESをクリックします。
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マルチサイト GUIを使用したインフラの設定
このセクションでは、マルチサイト GUIを使用して、サイトを登録し、サイトのためのファ
ブリック接続を設定する方法について説明します。

始める前に

•少なくとも 2つのサイトがあることを確認します。

詳細については、「マルチサイト GUIを使用したサイトの追加（2ページ）」を参照し
てください。

• APICでは、マルチポッドデータプレーン TEPを POD接続プロファイルに基づいて設定
してあることが必要です。

詳細については、APIC GUIを使用した APICサイトのデータプラン TEPの定義（1ペー
ジ）を参照してください。

• APICでは、1つの PODプロファイルがあり、それが PODポリシーグループを含んでい
る必要があります。ポッドポリシーグループがない場合は、1つを作成する必要がありま
す。PODプロファイルが PODポリシーグループを含んでいるかどうかを確認するには、
APIC GUIの、Fabric > Fabric Policies > Pod Policies > Profiles > Pod Profile defaultに移動
します。PODポリシーグループを作成するには、APIC GUIのFabric > Fabric Policies >
PodPoliciesに移動して、PolicyGroupsを右クリックし、Create PodPolicyGroupをクリッ
クします。適切な情報を入力して、[Submit]をクリックします。新しいポッドポリシー
グループをPODプロファイルのデフォルトにわりあてるには、APICGUIのFabric>Fabric
Policies > Pod Policies > Profiles > Pod Profile defaultに移動します。デフォルトをクリック
し、新しいポッドポリシーグループを選択し、[Update]をクリックします。

•スパインの追加や削除、またはスパインノードの ID変更など、インフラストラクチャに
何らかの変更が加えられた場合、マルチサイトファブリック接続サイトの更新が必要にな

ります。

手順

ステップ 1 マルチサイト GUIにログインし、Main menuで Sitesをクリックします。

ステップ 2 [Sites List]エリアで、[CONFIGURE INFRA]をクリックします。

ステップ 3 [Fabric Connectivity Infra]ページで、次の操作を実行します。

a) [Master List]で、[General Settings]をクリックします。
b) [Canvas]の [BGP PEERING TYPE]エリアのドロップダウンリストから、[full-mesh]または

[route-reflector]のいずれかを選択します。

デフォルトは [full-mesh]です。

c) [KEEPALIVE INTERVAL (SECONDS)]フィールドで、キープアライブ間隔を秒単位で入力
します。
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デフォルト値は 60秒です。

d) [HOLD INTERVAL (SECONDS)]フィールドで、保留間隔の秒数を入力します。

デフォルト値は 180秒です。

e) [STALE INTERVAL (SECONDS)]フィールドで、失効間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値は 300秒です。

f) [GRACEFUL HELPER]フィールドで、[ON]または [OFF]を選択します。

デフォルトは [ON]です。

g) MAXIMUM AS LIMITフィールドで、制限として最大値を入力します。

デフォルト値は 0です。

h) [BGP TTL BETWEEN PEERS]フィールドで、ピア間の BGP TTLを入力します。

デフォルト値は 10です。

ステップ 4 [Property Pane]の [OSPF]エリアで、次の操作を実行します。

a) msc-ospf-policy-defaultポリシーを変更するか、新しいOSPFポリシーを追加することがで
きます。

新しいOSPFを追加するには、[ADD POLICY]をクリックします。

• [POLICY NAME]フィールドに、ポリシー名を入力します。

• [NETWORK POINT]フィールドで、[broadcast]、[point-to-point]、または [unspecified]
のいずれかを選択します。

デフォルトは [broadcast]です。

• [PRIORITY]フィールドに、優先順位番号を入力します。

デフォルトは 1です。

• [COST OF INTERFACE]フィールドに、インターフェイスのコストを入力します。

デフォルト値は 0です。

• [INTERFACECONTROLS]フィールドで、[advertise-subnet]、[bfd]、[mtu-ignore]、また
は [passive-participation]を選択します。

• [HELLO INTERVAL (SECONDS)]フィールドに、helloインターバルを秒数で入力しま
す。

デフォルト値は 10です。

• [DEAD INTERVAL (SECONDS)]フィールドに、デッド間隔を秒単位で入力します。

デフォルト値は 40です。

• [RETRANSMIT INTERVAL (SECONDS)]フィールドに、再送信間隔を秒単位で入力し
ます。
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デフォルト値は 5です。

• [TRANSMIT DELAY (SECONDS)]フィールドに、遅延を秒単位で入力します。

デフォルトは 1です。

ステップ 5 [Master list]の [SITE SETTINGS]からサイトを選択します。

a) [Property Pane]ペインで、次の操作を実行します。

APICGUIでいずれかのスパインを追加または削除したら、[Canvas]上のサイトを
クリックして更新します。これにより、新しいスパインや削除されたスパインを

検出し、サイトに関連したファブリックの接続を APICからインポートし直しま
す。APICにプッシュしなかった変更点は失われます。

（注）

• [SITE IS MULTI-SITE ENABLED]で、サイトをオンにします。

• APIC SITE IDフィールドには、APICサイト IDだけが表示されます。サイトの IDは
変更できません。

• DATA PLANE MULTICAST TEPフィールドに、データプレーンのマルチキャスト
TEPの IPアドレスを入力します。

• [BGP AUTONOMOUS SYSTEMNUMBER]フィールドに、BGP自律システム番号また
は IPアドレスを入力します。

• (オプション)暗号化を有効にしていた場合には、[BGP PASSWORD]フィールドで、
BGPのパスワードを設定できます。

•
• [OSPF AREA ID]フィールドに、OSPFエリア IDまたは IPアドレスを入力します。

Ciscoは、マルチサイトインフラ OSPFの詳細を設定する際、OSPFエリア
0 を使用することを推奨します。0以外のエリア IDを使用する場合、次の手
順ではそれを regular OSPFエリアタイプとして設定することになります。
stubエリアタイプにはなりません。

（注）

• [OSPFAREATYPE]フィールドで、nssa、regular、または stubのいずれかを選択しま
す。

デフォルトは nssaです。

• [EXTERNAL ROUTER DOMAIN]フィールドで、APIC GUIで作成した外部ルータド
メインを選択します。

• [IP SUBNETS TO IMPORT]フィールドで、[ADD SUBNET]をクリックします。複数の
サブネットを設定できます。

• [SUBNET]フィールドに、サブネットを入力します。IPアドレス、または IPアド
レス/ネットマスクのいずれかを追加できます。

• [SAVE]をクリックします。
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b) [Cavans]で、PODをクリックして次の操作を実行します。

• Property Paneの DATA PLANE UNICAST TEPフィールドに、データプレーンユニ
キャスト TEP IPアドレスを入力します。

c) [Cavans] で、スパインをクリックし、次の操作を行います。

• [Property Pane]で、[ADD PORT]をクリックし、次の操作を行います。

• [PORT ID]フィールドに、ポート IDを入力します (1/29)。

• [IP ADDRESS]フィールドに、IPアドレス/ネットマスクを入力します。

• [MTU]フィールドに、サーバのMTUを入力します。範囲は 576～ 9000、または
inheritです。

• [OSPF POLICY]フィールドで、OSPFポリシーを選択します。

• [SAVE]をクリックします。

•マルチサイトは、指定されたポート、指定された IPアドレスで、
VLAN 4のサブインターフェイスを作成します。

•スパインポートのMTUは、IPN側のMTUと一致する必要があり
ます。

• OSPFポリシーのOSPF設定は、IPN側と一致する必要があります。

•マルチサイトは、IPN内で PIM Bidirを動作させることを要求しま
せん。

（注）

• (オプション) [Property Pane]で、[BGP PEERING]をオンにします。

• CONTROL PLANE TEPフィールドに、コントロールプレーン TEPの IPアドレ
スを入力します。

• (オプション)スパインでルートリフレクトが可能な場合には、[SPINE IS ROUTE
REFLECTOR]フィールドをオンにします。

•スパインごとにステップ 5 cを繰り返します。

d) 他のサイトではステップ 5を繰り返します。

ステップ 6 [APPLY]をクリックします。

特定のサイトのフィールドに関して値が正しくないとのエラーメッセージが表示され

た場合には、そのサイトに移動して、値を修正してください。それから [APPLY]を
クリックします。

（注）
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Cisco APICに対するマルチサイトのクロス起動
マルチサイトでは、テナントを作成してサイトを設定するときに選択する基本パラメータを現

在サポートしています。マルチサイトは、ほとんどのテナントポリシーをサポートしています

が、いくつかの拡張パラメータを設定することもできます。

マルチサイトGUIを使用して、設定する基本的なプロパティを管理します。高度なプロパティ
を設定する場合、マルチサイト GUIから直接 Cisco APIC GUIにクロス起動する機能が提供さ
れます。Cisco APICに直接追加プロパティを設定することもできます。

APICにクロス起動できる場所とは別に、3つの異なるアクセスポイントがマルチサイト GUI
にあります。マルチサイトのこれらのアクセスポイントから、Cisco APICへのアクセス権を
持つ新しいブラウザタブを開くことができます。最初にCiscoAPICにログインし、CiscoAPIC
GUIに関連付けられた画面が表示されます。

プロパティペインから Cisco APICをクロス起動する

始める前に

•少なくとも 1つのサイトはマルチサイトで設定する必要があります。

•サイトでは、少なくとも 1つ、VRFとブリッジドメインのようなエンティティが設定さ
れているテナントを含んでいる必要があります。

手順

ステップ 1 Main Menuで Schemasをクリックし、Schema Listページで適切な Schema_nameをクリック
します。

ステップ 2 Master Listの Sitesの下で、適切な schema_nameを選択します。

ステップ 3 Canvasで、特定のエンティティの名前を選択します。

たとえば、使用可能なVRF、契約、ブリッジドメイン、または必要に応じて別のエンティティ
を選択します。

その特定のエンティティの詳細が Property Paneに表示されます。

ステップ 4 Property Paneで、cross-launchのアイコンをクリックして、Cisco APICGUIをクロス起動しま
す。

APICGUIログイン画面が表示されるので、APICGUIのクレデンシャルを使用してログインし
ます。
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サイトから Cisco APICをクロス起動する

始める前に

•少なくとも 1つのサイトはマルチサイトで設定する必要があります。

•サイトでは、少なくとも 1つ、VRFとブリッジドメインのようなエンティティが設定さ
れているテナントを含んでいる必要があります。

手順

ステップ 1 Main Menuで、Sitesをクリックします。

ステップ 2 Sites Listページで、対象とするサイトの名前にマウスを合わせ、Actionsの下で cross-launch
アイコンをクリックし、Cisco APIC GUIにアクセスします。

APIC GUIログイン画面が表示され、APIC GUIの資格情報でログインできます。

プロパティペインから Cisco APICをクロス起動する

始める前に

•少なくとも 1つのサイトはマルチサイトで設定する必要があります。

•サイトでは、少なくとも 1つ、VRFとブリッジドメインのようなエンティティが設定さ
れているテナントを含んでいる必要があります。

手順

ステップ 1 Main Menuで Schemasをクリックし、Schema Listページで適切な Schema_nameをクリック
します。

ステップ 2 Master Listの Sitesの下で、適切な schema_nameを選択します。

ステップ 3 Canvasで、特定のエンティティの名前を選択します。

たとえば、使用可能なVRF、契約、ブリッジドメイン、または必要に応じて別のエンティティ
を選択します。

その特定のエンティティの詳細が Property Paneに表示されます。

ステップ 4 Property Paneで、cross-launchのアイコンをクリックして、Cisco APICGUIをクロス起動しま
す。
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APICGUIログイン画面が表示されるので、APICGUIのクレデンシャルを使用してログインし
ます。

Cisco ACIマルチサイトの管理対象オブジェクトを Cisco APIC GUIを使
用して表示する。

APICクラスタがマルチサイトによって管理されている場合、クラウドアイコンが他のサイ
トとの関係を示します。

図 1 :マルチサイトの管理対象オブジェクトを APIC GUIを使用して表示する。

始める前に

APICクラスタ/サイトは、Cisco ACIマルチサイトを使用して管理されるようセットアップさ
れている必要があります。
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手順

ステップ 1 APICサイトと他のサイトとの関係を表示するには、設定アイコンの隣の、右上にあるクラウ
ドアイコンをクリックします。

図において、ライトブルーのサイトアイコンにマウスを合わせるとローカルサイトの詳細が、

ダークブルーのアイコンに合わせるとリモートサイトの詳細が表示されます。

画像において、T1およびアプリケーションプロファイル、EPG、BD、VRF、および契約に
は、クラウドのアイコンが付けられます。これは、それらがマルチサイトによって管理され

ていることを示しています。これらのオブジェクトに変更を加えるには、マルチサイト GUI
だけを使用することを推奨します。

ステップ 2 情報ページに ShowUsageボタンが表示されているVRF、ブリッジドメイン、またはその他の
オブジェクトのローカライズまたは拡大された使用状況を表示するには、次の手順に従いま

す。ここではブリッジドメインと VRFを例にします:

a) メニューバーで、Tenantsをクリックして、マルチサイトで管理されているテナントをダ
ブルクリックします。

b) Networking > Bridge Domains > BD-nameまたは Networking > VRFs > vrf-nameをクリック
します。

ステップ 3 Show Usageをクリックします。

ここでは、オブジェクトを使用しているノードまたはポリシーを表示できます。

管理対象のポリシーを変更する場合には、マルチサイト GUIだけを使用することを
推奨します。

（注）

ステップ 4 この BDまたは VRFの導入の通知設定を範囲を設定するには、Change Deployment Settingsを
クリックします。Policyタブでは、オブジェクトのすべての削除と変更に対する警告を有効に
することができます。

ステップ 5 グローバルな警告を有効または無効にするには、(Global) Show Deployment Warning on
Delete/Modifyチェックボックスをオンまたはオフにします。

ステップ 6 ローカルな警告を有効または無効にするには、Yesまたは Noを (Local) Show Deployment
Warning on Delete/Modifyフィールドで選択します。

ステップ 7 過去の警告を表示するには、Historyタブ Eventsまたは Audit Logsをクリックします。

サイトの複数のネットワークのマッピングの設定を使用

してマルチサイト、1.0(1)のリリース
相互に通信するために複数のサイトを有効にするには、リンクでは、そのL3Out接続するネッ
トワークマッピングを設定する必要があります、 Cisco ACIマルチサイト GUI。
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後で削除または変更にリンクされているL3Outsのいずれかを実行する場合、ネットワークマッ
ピングを設定するとAPICGUIから、サイトに、ネットワークマッピングを再する必要があり
ますマルチサイト L3extInstPサブネットはリモートサイトの 0/0がない限り、します。

（注）

始める前に

このトピックでは中止されましたマルチサイト、1.0(2)を解放します。サイトのリンクL3Outs
を参照してください外部 Epgを介してサイトを接続します。。

•使用してテナントを作成、 Cisco ACIマルチサイト GUIとインポートまたはテナントの
Epgの VRF、ブリッジドメイン、フィルタと契約、およびアプリケーションプロファイ
ルを設定します。

•複数のサイトに、テナントを展開します。

•各サイトで (で Cisco APIC )、次のガイドラインを使用して、ローカルサイトの L3Out接
続を作成します。

• L3extInstPのサブネットが相互に関連するすべてのサイトのと同じにする必要があり
ます (および可変長ネットワークマスクはサポートされていません)。

•さまざまなサイトの L3Outsを設定するときに各 L3Outは (共有されません)専用する
必要があります。

•他に、ゴルフを設定する場合はマルチサイト、両、IPNに L3Outポリシーを分離す
る必要がありますが、同じインターフェイス IPアドレスが使用される限り、物理イ
ンターフェイスを共有することです。

使用して L3Out外部接続を作成する方法については、 APIC GUIを参照してください テナン
ト外部ネットワーク で Cisco APICレイヤ 3ネットワーキング設定ガイド 。

手順

ステップ 1 Tenantsをクリックします。

ステップ 2 複数のサイトを拡大テナント、をクリックして アクション ]を選択します ネットワークマッ
ピング 。

ステップ 3 NETWORKMAPPINGをクリックします。

ステップ 4 各サイトでは、をクリックして ネットワークマッピングを選択 、L3Out]を選択します
(L3extInstP)、サイトの。

ステップ 5 [Save（保存）]をクリックします。
マルチサイトL3Outs間で転送を有効にします。
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